
精巣捻転とは？

突然精巣が捻じれ、精巣に向かう血管も捻じれる
ことにより、精巣への血流が途絶える状態です。
この状態を放置しておくと、精巣が壊死（腐って
しまう）してしまいます。早急な手術が必要な状
態です。

症状は、突然の陰嚢の痛み・はれ・発赤・腹
痛・嘔吐などです。

急性陰のう症とは？

急性陰のう症は陰のうの突然の痛み、発赤、腫れなどを症状とし、早急に診断、治療が

必要な状態です。精巣捻転、精巣上体炎などが

急性陰のう症の原因となります。

その中でも、最も重要なのが精巣捻転です。

血管が捻じれる

精巣に血が通わない

診断は？

診察と超音波検査で行います。超音波検査で、精巣
への血流をみます。しかし、超音波検査を行っても正
確に診断がつかないことがあります。その場合は、手
術で直接確認する必要があります。

治療は？

緊急手術が必要です。手術は、陰嚢を切開し、精
巣のねじれを戻します。精巣の状態（そのまま温
存できるかどうか）を観察します。温存できそう
なら精巣を陰嚢に固定します。完全に壊死してい
る場合は、残念ですが精巣を摘出します。温存で
きる確率は、発症から早ければ早いほど高くなり
ます。

さらに精巣捻転をおこす方は、反対側の精巣も
捻転しやすい構造となっていることがほとんどで
す。将来反対側の精巣も捻転する可能性があり、
反対側の精巣固定も同時に行います。

手術で精巣捻転ではないと診断されることもあ
ります。しかしもし精巣捻転だった場合、時間と
ともに精巣の温存率が下がりますので、精巣捻転
を疑った場合は手術をおすすめします。

手術後は？

手術後は外来で精巣の状態を診ていきます。手
術の時に温存できると判断しても、精巣へのダ
メージが大きくて、手術後に少しずつ精巣の萎縮
が起こる方もおられます。
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